
第 33 回全環研協議会 東海・近畿・北陸支部共同調査研究（越境/広域大気汚染） 
情報交換会・PM2.5 の化学特性に関する研究会 のお知らせ 

 

日頃から、全環研支部共同調査研究（越境／広域大気汚染）の活動にご理解を賜り、厚くお礼申し上げます。 

このたび、支部活動の一環として、標記の情報交換会を下記の通り開催いたしますので、多数ご参加いただき

ますようお願いいたします。 

 

記 

 

日時 平成 27 年 10 月 8 日(木)・9 日(金) 

場所 岐阜県岐阜市橋本町 1-10  JR 岐阜駅ハートフルスクエア G 大研修室 

参加費 資料代 ¥500-、宿泊費 ¥6,000-、懇親会 ¥4,500-、見学バス代 ¥2,500-、計¥13,500- 

共催 大気環境学会酸性雨分科会、大気環境学会中部支部、PM2.5 の化学特性に関する研究会 

 

1 日目：講演会  10 月 8 日 13:30～17:00 

13:30～13:40 開会挨拶 

13:40～14:40 法政大学 大気環境化学研究室 教授 村野 健太郎 

酸性雨問題の歴史と将来展望 

14:45～15:45 アジア大気汚染研究センター 生態影響研究部 部長 佐瀬 裕之 

大気沈着による森林物質循環系の撹乱 

15:50～16:40 豊田中央研究所 排気制御研究室 唐澤 正宜 

東海地域における PM2.5 主要成分の観測 

16:40～16:50 岐阜県保健環境研究所 環境科学部長 林 弘一郎 

岐阜県保健環境研究所の紹介 

16:50～17:00 閉会挨拶 

 

２日目：見学会  10 月 9 日 9:00～12:30 

見学場所：国設伊自良湖酸性雨測定局、保健環境研究所 

 行程： 岐阜駅 →（宿泊施設） → 伊自良湖 → 保健環境研究所 → 岐阜駅解散 

 

参加申込み：平成 27 年 9 月 25 日（金）までに岐阜県保健環境研究所 菅原吉規(TEL:058-380-2100、

e-mail:sugahara-yoshiki@pref.gifu.lg.jp)までご連絡ください。その際、宿泊の有無もご連絡ください。 

 

※8 日の宿泊について 

長良川ホテルパークでの宿泊を開催側で取りまとめいたします。ただし、大部屋となります。 

シングルルームをご希望の方は申し訳ありませんが各自で宿泊先の確保をお願いします。 


